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1
月
号	

公
益
財
団
法
人　

日
本
書
道
教
育
学
会



会
長
・
理
事
長

石
橋
　
桂
一

評
議
員

安
部
　
俊
史

石
橋
　
智
子

坂
　
　
篤
郎

土
居
　
征
夫

福
岡
　
　
信

理

　事
石
橋
　
　
剛

小
久
保
清
吉

小
島
　
弘
敬

滝
沢
　
具
幸

永
井
　
三
枝

福
原
久
美
子

堀
津
　
節
子

松
田
　
研
一

山
野
　
岳
義

監

　事
尾
上
富
美
子

寺
田
　
勝
彦

顧

　問
伊
藤
　
泉
鶴

小
倉
　
芳
彦

城
多
　
秀
年

兒
玉
　
厚
雄

澄
川
　
喜
一

難
波
　
清
邱

長
谷
川
　
栄

枡
田
　
秀
山

吉
田
　
水
明

参

　与
赤
井
　
經
忠

石
野
　
黎
峰

加
藤
　
岩
男

鷹
見
　
杏
邨

玉
城
　
芳
岳

中
村
　
城
翠

長
谷
川
白
楊

逸
見
　
雲
溪

増
戸
　
陽
道

山
本
　
溪
雪

総

　務
青
山
　
桂
花

秋
葉
　
馨
秀

浅
野
　
一
華

味
澤
　
翠
汀

芦
村
　
玉
葉

安
達
　
香
蘭

阿
部
　
湘
花

天
艸
　
悠
月

餘
目
　
清
澄

新
井
　
清
光

有
田
　
常
洞

有
賀
奈
津
子

飯
塚
　
蓮
芳

五
十
嵐
楓
嶺

池
田
　
昊
可

池
田
　
彩
雲

池
田
　
春
翠

池
田
　
撫
山

石
井
　
映
光

石
井
　
観
径

石
川
　
翠
町

石
川
　
麗
里

石
嶋
　
圭
香

石
曽
根
紫
峰

石
田
　
春
水

石
山
　
恵
峰

磯
﨑
　
香
月

伊
藤
　
祥
荷

伊
東
　
素
水

伊
藤
　
禮
仙

伊
奈
　
美
峰

稲
葉
　
游
亀

井
上
　
紅
扇

井
上
　
芳
春

猪
瀬
　
江
秋

井
原
　
香
月

指
宿
　
香
祥

今
川
　
佳
香

今
崎
　
暢
子

岩
城
　
佳
水

岩
國
　
松
雪

岩
下
　
華
谷

岩
舘
　
清
香

岩
永
　
一
草

岩
浪
　
春
鳥

岩
橋
　
宝
山

右
近
　
幽
草

内
堀
　
信
嶺

内
山
　
玉
延

姥
貝
　
楳
香

海
平
　
桑
舟

漆
畑
　
緋
水

漆
原
　
龍
峰

江
後
田
白
翠

榎
本
　
秋
鈴

海
老
原
丹
燁

大
井
川
玉
峰

大
内
　
香
糸

大
倉
　
彩
華

大
澤
　
宗
文

大
杉
　
霞
月

大
杉
　
孤
峰

大
谷
　
瑞
峰

大
塚
　
芝
晃

大
野
　
恵
石

大
橋
　
香
汀

大
原
　
一
紗

岡
﨑
　
芝
園

岡
田
　
佳
朋

尾
形
　
双
園

岡
田
　
恵
美

岡
部
　
陽
泉

岡
山
　
載
月

小
川
　
小
石

小
川
　
法
水

奥
田
　
虚
葉

尾
髙
早
帆
子

小
野
　
和
溪

小
野
瀬
梅
芳

小
幡
　
映
雪

小
山
　
泰
山

甲
斐
　
雨
卿

片
岡
　
清
貞

片
岡
　
泰
鳳

片
野
　
翠
華

勝
間
田
香
心

勝
又
　
楓
苑

加
藤
　
翁
雪

加
藤
　
玲
子

金
子
恵
美
子

金
子
　
魚
心

金
子
　
大
也

蒲
　
　
清
翠

甲
谷
　
景
子

鎌
形
　
美
遊

神
谷
　
桃
香

亀
川
　
清
苑

亀
山
　
亜
実

川
井
　
翠
月

河
合
　
清
秀

川
島
　
史
子

河
野
　
信
子

川
元
　
双
玉

岸
野
　
桃
花

岸
本
　
空
翠

北
澤
　
香
洋

北
村
　
詳
白

木
津
　
葉
月

木
藤
　
礼
子

衣
畑
　
静
泉

木
下
　
清
華

木
村
　
秋
月

木
村
　
大
澤

京
谷
　
琴
月

桐
山
　
清
芳

熊
谷
チ
ヅ
子

熊
崎
英
実
子

栗
原
　
彩
月

栗
山
　
紀
芳

栗
山
　
斐
沙

黒
河
内
月
倫

上
坂
　
裕
水

河
野
　
江
舟

河
野
　
小
蛙

小
島
　
鳳
洽

児
玉
　
穂
波

児
玉
　
幽
苑

小
林
　
映
山

小
林
　
翠
堂

小
林
　
美
香

小
林
　
鳴
竹

小
宮
　
美
翔

小
宮
　
麗
佳

米
田
　
淳
風

近
藤
　
翠
香

今
野
　
美
晁

斎
藤
　
蛙
翠

齋
藤
　
幸
子

齊
藤
　
春
欣

齋
藤
　
祥
仙

斎
藤
　
節
子

斎
藤
　
濤
華

坂
本
　
猗
苑

櫻
井
　
淡
舟

佐
々
木
青
風

佐
藤
　
華
舟

佐
藤
　
玉
華

佐
藤
　
紫
苑

佐
藤
　
知
翠

佐
藤
　
芳
玉

佐
藤
　
理
子

澤
水
　
清
香

渋
谷
　
春
好

島
　
　
美
和

宿
利
　
秀
渓

城
野
　
陽
月

白
尾
　
暁
風

陣
野
　
玲
水

新
保
　
昭
子

菅
井
　
松
雲

菅
原
　
愛
山

杉
田
　
香
風

杉
本
　
哲
子

杉
本
め
く
み

鈴
木
　
紅
瑤

鈴
木
　
菁
泉

鈴
木
　
雪
泉

須
藤
　
城
翠

須
永
　
華
有

須
山
　
万
寿

関
口
　
竹
水

関
根
　
幸
子

関
根
　
芳
堂

瀬
原
登
貴
子

添
田
　
環
翠

園
村
　
祥
花

園
山
　
絢
上

田
形
　
紫
光

高
橋
　
霞
香

髙
橋
　
澄
子

高
橋
　
白
雲

瀧
本
　
篁
苑

瀧
本
　
翠
甫

竹
市
　
要
子

竹
内
　
啓
風

竹
澤
　
光
邨

竹
嶋
　
夕
景

武
田
　
華
秋

多
田
　
翠
香

立
川
　
井
梧

辰
巳
　
望
水

田
中
　
香
穂

田
中
　
悠
香

田
中
　
洋
子

田
中
　
蘭
香

溪
　
　
順
比

田
村
　
紫
葉

千
葉
　
方
彩

土
屋
　
清
子

土
屋
　
青
峰

手
島
　
伸
子

堂
本
　
芳
永

戸
塚
　
楓
渓

戸
部
　
慧
春

豊
田
　
九
華

内
藤
　
紫
水

長
尾
　
翠
水

中
迫
　
春
啓

中
島
　
永
岳

中
條
　
琳
音

永
瀬
　
和
子

長
瀬
裕
美
子

永
田
　
耀
香

中
西
　
桂
舟

中
西
　
美
蕙

中
村
　
佳
香

中
村
　
玄
月

中
村
　
紫
泉

中
村
　
清
徳

中
山
　
香
泉

奈
良
　
孝
嬉

成
田
　
楚
月

成
瀬
　
玲
洸

仁
木
　
那
樺

西
尾
　
邑
城

西
村
　
白
島

西
山
　
玉
萩

西
脇
　
絢
穂

二
宮
　
桂
秀

二
宮
　
幸
霞

新
部
　
霞
汀

額
賀
　
博
道

野
澤
　
佳
澄

芳
賀
　
翠
華

橋
本
　
紅
華

長
谷
川
緑
香

長
谷
川
露
水

八
山
　
龍
青

花
谷
　
久
子

英
　
　
郁
野

馬
場
　
桂
月

馬
場
　
咲
鳳

馬
場
　
清
恵

濱
田
　
睦
実

早
川
千
江
子

播
野
　
宏
美

東
　
　
蘭
芳

東
仲
　
遙
邨

樋
口
　
渓
玉

菱
田
　
紫
陽

肥
田
野
梨
霞

平
井
　
華
心

平
居
　
東
香

平
川
　
惠
翔

廣
瀬
　
圭
子

廣
瀬
　
翠
暘

廣
瀬
　
葆
眞

福
嶋
　
蒼
汀

福
地
み
さ
と

藤
井
　
尚
楓

藤
井
　
嶺
月

藤
澤
　
香
雪

船
谷
　
静
風

船
橋
　
玉
苑

古
川
　
青
玉

古
屋
　
蕉
泉

古
山
　
綾
水

細
井
　
翠
櫻

堀
　
　
祥
華

増
田
　
渓
雪

益
田
　
茱
鳳

増
田
　
心
華

眞
武
　
明
凛

松
井
　
一
静

松
浦
　
石
鴉

松
岡
　
雪
華

松
岡
　
桑
琳

松
宮
　
橘
邨

松
宮
　
貴
之

松
本
　
美
娜

真
殿
　
蘭
燈

丸
田
　
陽
翠

丸
山
　
玉
瑛

丸
山
　
泉
花

水
沢
　
裕
光

御
園
生
藍
珠

峰
平
　
桃
攝

宮
崎
　
弘
園

宮
長
　
白
扇

村
越
　
真
翠

森
　
　
翠
江

森
　
　
翠
芳

森
　
　
清
泉

森
　
　
桃
郷

森
　
　
和
泉

森
田
　
苔
香

森
安
　
一
子

八
木
　
静
香

矢
島
　
兆
聲

安
武
　
草
扇

康
本
　
玉
耀

柳
谷
　
琴
清

矢
野
　
桜
月

矢
野
　
　
甲

矢
野
　
春
径

八
尋
　
光
華

山
川
　
千
慶

山
際
　
彩
華

山
﨑
　
槐
舟

山
﨑
　
貴
子

山
下
　
香
泉

山
下
　
荘
加

山
下
　
明
鳳

山
下
　
麗
泉

山
田
　
智
舟

山
田
　
裕
子

山
本
　
一
遊

山
本
　
修
鳳

由
井
　
孝
枝

譲
原
　
華
苑

横
田
　
清
香

横
田
　
澄
玉

吉
井
　
曽
水

吉
阪
　
淀
水

吉
田
　
桂
愁

吉
田
　
茎

吉
田
　
萩
峰

𠮷
田
　
清
芳

𠮷
田
　
天
音

芳
村
　
清
苑

四
井
　
汀
花

米
田
　
翠
汀

米
田
　
清
翠

若
林
　
尚
葉

渡
邊
　
蕭
葉

渡
部
　
聖
峰

役
員
一
同

（
十
一
月
十
五
日
現
在
）

　
役
職
別

　
五
十
音
順



52

2023年度 会誌予定表

月
号

発
送
日

競
書
出
品
期
間

会
誌
部
数
変
更
締
切

主
な
特
集
記
事

4
月
号

3
月
6
日
（
月
）〜
8
日
（
水
）

4
月
3
日
（
月
）〜
12
日
（
水
）

2
月
15
日
（
水
）

5
月
号

4
月
3
日
（
月
）〜
5
日
（
水
）

5
月
8
日
（
月
）〜
17
日
（
水
）

3
月
14
日
（
火
）

・
第
4
回
昇
格
・
昇
段
試
験
成
績
発
表

・
第
45
回
千
字
文
大
会
要
項
発
表

6
月
号

5
月
8
日
（
月
）〜
10
日
（
水
）

6
月
5
日
（
月
）〜
13
日
（
火
）

4
月
12
日
（
水
）

・
第
１
回
昇
格
・
昇
段
試
験
課
題
発
表

7
月
号

6
月
5
日
（
月
）〜
7
日
（
水
）

7
月
3
日
（
月
）〜
12
日
（
水
）

5
月
17
日
（
水
）

8
月
号

7
月
3
日
（
月
）〜
5
日
（
水
）

7
月
31
日
（
月
）〜
8
月
9
日
（
水
）

6
月
13
日
（
火
）

・
第
１
回
昇
格
・
昇
段
試
験
成
績
発
表

・
第
36
回
不
二
現
代
書
展
結
果
発
表

・
第
73
回
書
道
學
會
展
公
募
規
定
発
表

・
第
73
回
全
日
本
学
生
書
道
展
公
募
規
定
発
表

・
夏
休
み
・
お
盆
写
経

9
月
号

7
月
31
日
（
月
）〜
8
月
2
日
（
水
）

9
月
4
日
（
月
）〜
12
日
（
火
）

7
月
12
日
（
水
）

・
第
２
回
昇
格
・
昇
段
試
験
課
題
発
表

10
月
号

9
月
4
日
（
月
）〜
6
日
（
水
）

10
月
2
日
（
月
）〜
11
日
（
水
）

8
月
9
日
（
水
）

・
第
45
回
千
字
文
大
会
成
績
発
表

・
供
養
祭
案
内

11
月
号

10
月
2
日
（
月
）〜
4
日
（
水
）

10
月
30
日
（
月
）〜
11
月
8
日
（
水
）

9
月
12
日
（
火
）

・
第
２
回
昇
格
・
昇
段
試
験
成
績
発
表

12
月
号

10
月
30
日
（
月
）〜
11
月
1
日
（
水
）

11
月
27
日
（
月
）〜
12
月
5
日
（
火
）

10
月
11
日
（
水
）

・
第
３
回
昇
格
・
昇
段
試
験
課
題
発
表

・
令
和
6
年
書
初
不
二
誌
上
展
要
項
発
表

1
月
号

11
月
27
日
（
月
）〜
29
日
（
水
）

12
月
25
日
（
月
）〜
1
月
10
日
（
水
）

 

11
月
8
日
（
水
）

・
お
正
月
・
元
旦
写
経

2
月
号

12
月
25
日
（
月
）〜
27
日
（
水
）

2
月
5
日
（
月
）〜
14
日
（
水
）

12
月
5
日
（
火
）

・
第
３
回
昇
格
・
昇
段
試
験
成
績
発
表

・
第
73
回
全
日
本
学
生
書
道
展
結
果
発
表

・
第
73
回
書
道
學
會
展
結
果
発
表

3
月
号

2
月
5
日
（
月
）〜
7
日
（
水
）

3
月
4
日
（
月
）〜
12
日
（
火
）

1
月
10
日
（
水
）

・
第
４
回
昇
格
・
昇
段
試
験
課
題
発
表

・
令
和
6
年
書
初
不
二
誌
上
展
結
果
発
表

─　 ─1



─　 ─2

◇
謹
賀
新
年
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

表
2

◇
令
和
五
年
度
刊
行
日
程
表
…
…
…
…
…
…

1

◇
巻
頭
言
／
目
次
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

2

◇
今
月
の
課
題　

�

半
紙 

幼
年
・
一
年
生
…
…

3�

半
紙 

二
年
生
……
…
…
…

4�

半
紙 

三
年
生
……
…
…
…

5�

硬
筆 

幼
・
一
年
生
…
…
…

6�

硬
筆 

二
・
三
年
生 

…
…
…

7�

条
幅 

幼
・
一・二
年
生
…
…

8�

条
幅 

三
年
生
……
…
…
…

9

◇
手
本
の
な
ら
い
か
た
…
…
…
…
…
…
…
…

10

◇
最
優
秀
作
品
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

18

◇
優
秀
作
品
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

20

◇
み
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表
3

目

次

表
紙
　
龍
門
石
窟
の
孫
悟
空
の
拓
本
よ
り

デ
ザ
イ
ン
　
石
橋  

應
和

 ２月号（12月26日〜 12月28日発
はっ

送
そう

）発
はっ

表
ぴょう

の段
だん

級
きゅう

を１月出
しゅっ

品
ぴん

の作
さく

品
ひん

に書
か

いて出品してください。

段級検索ＩＤのご案内は 28 ページをご覧下さい。

【今
こん

月
げつ

の出
しゅっ

品
ぴん

期
き

間
かん

 １月４日（水）〜１月11日（水）】しめきり厳守

◎教室長の方には、実力向上のためにも一般版の購読をお勧めいたします。

「
読ど

く

書し
ょ

」
と
豊ゆ

た

か
な
心こ

こ
ろ

本ほ
ん

会か
い

監か
ん

事じ

　
寺て
ら

田だ

　
勝か
つ

彦ひ
こ

　

新あ
た
ら

し
い
年と

し

を
迎む

か

え
、
み
な
さ
ん
は
き
っ
と
、
こ
の
一い

ち

年ね
ん

の
「
目も

く

標ひ
ょ
う

」
を
決き

め
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
も
し
、
ま
だ
だ
と
い
う
人ひ
と

が
あ
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
で
も
お
そ
く
な
い

の
で
考か

ん
が

え
て
ほ
し
い
と
思お

も

い
ま
す
。な
ぜ
な
ら
、「
目
標
」も
も
た
ず
に
努ど

力り
ょ
く

す
る
こ
と
は
、

と
て
も
む
ず
か
し
い
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
「
目
標
」
に
、
ぜ
ひ
「
読ど
く

書し
ょ

」
を
加く

わ

え
て
ほ
し
い
の
で
す
。

　

み
な
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
ど
ん
な
本ほ

ん

を
何な

ん

冊さ
つ

ぐ
ら
い
読よ

ん
で
い
ま
す
か
。
な
か
に
は
、

人に
ん

気き

の
ア
ニ
メ
や
マ
ン
ガ
は
見み

て
も
、
活か

つ

字じ

や
文ぶ

ん

章し
ょ
う

の
多お

お

い
本
は
苦に

が

手て

と
い
う
人
も
い

る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、「
読
書
」
に
よ
っ
て
、
多お
お

く
の
人
の
心こ

こ
ろ

や
出で

来き

事ご
と

と
出で

会あ

い
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
の
生い

き
方か

た

に
出
会
う
こ
と
で
、
考
え
方
を
広ひ

ろ

げ
、「
豊ゆ

た

か
な
心
」
を
育そ

だ

て

る
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。「
読
書
」
は
、
み
な
さ
ん
が
学ま

な

ん
で
い
る
「
書し

ょ

道ど
う

」
に
も

き
っ
と
役や
く

立だ

つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

み
な
さ
ん
が
、
今こ

年と
し

、
よ
い
本
と
た
く
さ
ん
出
会
い
、「
豊
か
な
心
」
を
育
て
て
く
れ

る
こ
と
を
期き

待た
い

し
て
い
ま
す
。

（
公こ

う

益え
き

財ざ
い

団だ
ん

法ほ
う

人じ
ん

大お
お

川か
わ

美び

術じ
ゅ
つ

館か
ん

前ぜ
ん

館か
ん

長ち
ょ
う

／
学が

く

習し
ゅ
う

院い
ん

名め
い

誉よ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

）



〔半
はん

紙
し

幼
よう

年
ねん

・１年生〕

─　 ─3

☆�はじめて出
しゅっ

品
ぴん

するときは、このなかの一字
じ

だけを
かいても出

だ

せます。一字だけを出品する場
ば

合
あい

は、「幼
年・一年」と学年を出品券横に明記してください。

☆なまえは、かけるひとは漢
かん

字
じ

でかきましょう。
☆なまえもさくひんのいちぶです。
　ていねいにかきましょう。

☆
段だ
ん

は
赤あ
か

の
漢か
ん

数す
う

字じ

（
初
・
二
…
七
）
で
記き

入に
ゅ
う

☆
教き
ょ
う

室し
つ

名め
い

を
記き

入に
ゅ
う

☆
級き
ゅ
う

は
黒く
ろ

の
算さ
ん

用よ
う

数す
う

字じ

（
１
・
２
…
10
）
で
記
入

出し
ゅ
っ

品ぴ
ん

券け
ん

を
は
る

　
（
手
本
の
な
ら
い
か
た
は
10
ペ
ー
ジ
）

小
こ

 久
く

 保
ぼ

 嶺
れい

 石
せき

 先 生 書

ふ　

で



〔半
はん

 紙
し

 ２ 年 生〕

─　 ─4

☆�はじめて出
しゅっ

品
ぴん

するときは、このなかの一字
じ

だけを
かいても出

だ

せます。一字だけを出品する場合は、
「二年」と学年を出品券横に明記して下さい。

☆なまえは、かけるひとは漢
かん

字
じ

でかきましょう。
☆なまえもさくひんのいちぶです。
　ていねいにかきましょう。

☆
段だ
ん

は
赤あ
か

の
漢か
ん

数す
う

字じ

（
初
・
二
…
七
）
で
記き

入に
ゅ
う

☆
教き
ょ
う

室し
つ

名め
い

を
記き

入に
ゅ
う

☆
級き
ゅ
う

は
黒く
ろ

の
算さ
ん

用よ
う

数す
う

字じ

（
１
・
２
…
10
）
で
記
入

出し
ゅ
っ

品ぴ
ん

券け
ん

を
は
る

　
（
手
本
の
な
ら
い
か
た
は
10
ペ
ー
ジ
）

小
こ

 久
く

 保
ぼ

 嶺
れい

 石
せき

 先 生 書

冬ふ
ゆ　

山や
ま



〔半
はん

 紙
し

 ３ 年 生〕

─　 ─5

☆�はじめて出
しゅっ

品
ぴん

するときは、この中
なか

の一字
じ

だけを書
か

いても出
だ

せます。一字だけを出品する場合は、
　「三年」と学年を出品券横に明記して下さい。

☆名
な

前
まえ

はなるべく漢
かん

字
じ

で書
か

きましょう。
☆名前もさくひんのいちぶです。ていねい
　に書

か

きましょう。

☆
段だ
ん

は
赤あ
か

の
漢か
ん

数す
う

字じ

（
初
・
二
…
七
）
で
記き

入に
ゅ
う

☆
教き
ょ
う

室し
つ

名め
い

を
記き

入に
ゅ
う

☆
級き
ゅ
う

は
黒く
ろ

の
算さ
ん

用よ
う

数す
う

字じ

（
１
・
２
…
10
）
で
記
入

出し
ゅ
っ

品ぴ
ん

券け
ん

を
は
る

　
（
手
本
の
な
ら
い
か
た
は
11
ペ
ー
ジ
）

小
こ

 久
く

 保
ぼ

 嶺
れい

 石
せき

 先 生 書

し　

も　

の　

朝あ
さ
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〔
硬こ

う

筆ひ
つ

幼よ
う

年
〕	

〔
硬こ

う

筆ひ
つ

一
年
生
〕	

	
	

（
手
本
の
な
ら
い
か
た
は
12
ペ
ー
ジ
）

☆名
な

前
まえ

は、かける人
ひと

は漢
かん

字
じ

でかきましょう。課
か

題
だい

と同
おな

じようにていねいにかきましょう。
☆鉛
えんぴつ

筆の濃
こ

さは、２Ｂか３Ｂであることがのぞましい。

	
	

（
手
本
の
な
ら
い
か
た
は
13
ペ
ー
ジ
）

し
ん
ね
ん　

お
ぞ
う
に

カ
ル
タ
と
り　

コ
マ
ま
わ
し

※
高こ
う

学が
く

年ね
ん

の
用よ
う

紙し

を
使つ
か

う
場ば

合あ
い

は
右み
ぎ

の
よ
う
に
必か
な
ら

ず
マ
ス
の
線せ
ん

を
入い

れ
て
書
い
て
く
だ
さ
い
。

※
高こ
う

学が
く

年ね
ん

の
用よ
う

紙し

を
使つ
か

う
場ば

合あ
い

は
右み
ぎ

の
よ
う
に
必か
な
ら

ず
マ
ス
の
線せ
ん

を
入い

れ
て
書
い
て
く
だ
さ
い
。

★
用よ
う

具ぐ

は
鉛え
ん
ぴ
つ筆

ま
た
は
呉
竹
か
き
か
た
ぺ
ん
（
サ
イ
ン
ペ
ン
）、
色い
ろ

は
黒く
ろ

で
す
。
ボ
ー
ル
ペ
ン
の
使
用
は
不
可
。

★
清せ

い
書し
ょ
で
は
消け

し
ゴ
ム
を
使し

用よ
う
し
ま
せ
ん
。

★
用よ
う

具ぐ

は
鉛え
ん
ぴ
つ筆

ま
た
は
呉
竹
か
き
か
た
ぺ
ん
（
サ
イ
ン
ペ
ン
）、
色い
ろ

は
黒く
ろ

で
す
。
ボ
ー
ル
ペ
ン
の
使
用
は
不
可
。

★
清せ

い
書し
ょ

で
は
消け

し
ゴ
ム
を
使し

用よ
う

し
ま
せ
ん
。

依よ 

田だ 

蘭ら
ん 

香こ
う 

先 

生 

書

依よ 

田だ 

蘭ら
ん 

香こ
う 

先 

生 

書
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〔
硬こ

う

筆ひ
つ

二
年
生
〕	

〔
硬こ

う

筆ひ
つ

三
年
生
〕	

☆名
な

前
まえ

は、なるべく漢
かん

字
じ

で書
か

きましょう。課
か

題
だい

と同
おな

じようにていねいに書
か

くようにしましょう。
☆鉛

えんぴつ

筆の濃
こ

さは、２Ｂか３Ｂであることがのぞましい。

	
	

（
手
本
の
な
ら
い
か
た
は
14
ペ
ー
ジ
）

	
	

（
手
本
の
な
ら
い
か
た
は
15
ペ
ー
ジ
）

※
高こ
う

学が
く

年ね
ん

の
用よ
う

紙し

を
使つ
か

う
場ば

合あ
い

は
右み
ぎ

の
よ
う
に
必か
な
ら

ず
マ
ス
の
線せ
ん

を
入い

れ
て
書
い
て
く
だ
さ
い
。

★
用よ
う

具ぐ

は
鉛え
ん
ぴ
つ筆

ま
た
は
呉
竹
か
き
か
た
ぺ
ん
（
サ
イ
ン
ペ
ン
）、
色い
ろ

は
黒く
ろ

で
す
。
ボ
ー
ル
ペ
ン
の
使
用
は
不
可
。

★
清せ

い
書し
ょ
で
は
消け

し
ゴ
ム
を
使し

用よ
う
し
ま
せ
ん
。

★
用よ
う
具ぐ

は
鉛え
ん
ぴ
つ筆
ま
た
は
呉
竹
か
き
か
た
ぺ
ん
（
サ
イ
ン
ペ
ン
）、
色い
ろ
は
黒く
ろ
で
す
。
ボ
ー
ル
ペ
ン
の
使
用
は
不
可
。

★
清せ

い
書し
ょ

で
は
消け

し
ゴ
ム
を
使し

用よ
う

し
ま
せ
ん
。

天て
ん

ま
で
あ
が
れ　

大お
お

だ
こ

世せ

界か
い

一い
ち

高た
か

い
山や
ま

は
エ
ベ
レ
ス
ト
で
す

荒あ
ら 

谷や 

由ゆ 

美み 

子こ 

先 

生 

書

荒あ
ら 

谷や 

由ゆ 

美み 

子こ 

先 

生 

書



	  
出
しゅっ

品
ぴん

券
けん

をはる	  出
しゅっ

品
ぴん

券
けん

をはる

【お願
ねが

い】�条幅作品でも、半紙作品と同様に、「教室名、段（赤の漢数字）、名前、級（黒の算用数字）」を
書いてください。

★
条
幅
の
大
き
さ
は
た
て
68
㎝
×
よ
こ
23
㎝
（
全
紙
6
分
の
1
）
で
す
。

─　 ─8

小
こ

 久
く

 保
ぼ

 嶺
れい

 石
せき

 先 生 書 小
こ

 久
く

 保
ぼ

 嶺
れい

 石
せき

 先 生 書〔条
じょう

幅
ふく

2 年生〕 〔条
じょう

幅
ふく

幼
よう

・1年生〕

あ　

さ　

ひ

お　

正し
ょ
う　

月が
つ

	
	

	
	

　
　

教
室
名 	

　

段（
赤
の
漢
数
字
）	

名　

前	

級（
黒
の
算
用
数
字
）

	
	

	
	

	　
　

教
室
名　

  　

 	　

段（
赤
の
漢
数
字
）	

名　

前	

級（
黒
の
算
用
数
字
）



学
が く

習
しゅう

のポイント

筆ふ
で

使づ
か

い

 �

条じ
ょ
う

幅ふ
く

作さ
く

品ひ
ん

で
は
、
筆ふ
で

使づ
か

い
を
工く

夫ふ
う

し
て
書か

き
ま
し
ょ
う
。
筆
の
鋒ほ

の
弾だ
ん

力り
ょ
く

（
バ
ネ
）
を
使
っ
て
、
の
び
の
び
と
。

反は
ん

省せ
い

と
鑑か

ん

賞し
ょ
う

 �

書か

き
終お

わ
っ
た
ら
、
少す
こ

し
は
な
れ
て
、
字じ

の
大お
お

き
さ
や
線せ
ん

の
太ふ
と

さ

が
よ
い
か
見み

ま
し
ょ
う
。
全ぜ
ん

体た
い

感か
ん

、
三さ
ん

字じ

の
収お
さ

め
方か
た

を
確た
し

か
め
ま

し
ょ
う
。

章し
ょ
う

法ほ
う

（
構こ

う

成せ
い

）

 �

名な

前ま
え

は
し
あ
げ
で
す
。
全ぜ
ん

体た
い

を
見み

て
入い

れ
ま
し
ょ
う
。

出
しゅっ

品
ぴん

券
けん

をはる

（手本のならいかたは16ページ）

★
段
は
赤
の
漢
数
字
（
初
・
二
…
七
）、
級
は
黒
の
算
用
数
字
（
１
・
２
…
10
）
で
記
入
。

─　 ─9

人さしゆび、中ゆびの２本をふでの
じくにかけてもつもちかた。

紙し

面め
ん

か
ら
手て

首く
び

を
離は
な

し
て
、
筆ひ
っ

管か
ん

は
第だ
い

二に

関か
ん

節せ
つ

に
副そ

え

ま
す
。

手
首
を
柔や

わ

ら
か
く
し
て
、
指ゆ
び

に
は
力ち
か
ら

を
入い

れ
ず
に
軽か
る

く

持も

ち
ま
す
。

腋わ
き

を
開ひ
ら

い
た
分ぶ
ん

だ
け
腕う
で

を
上あ

げ
、
手
首
と
指
を
少す
こ

し
内う
ち

側が
わ

に
ま
わ
し
た
型か
た

で
筆ふ
で

を
持
ち
ま
す
。

双そ
う 

鉤こ
う 

法ほ
う

◆
ふ
で
の
も
ち
か
た

小
こ

 久
く

 保
ぼ

 嶺
れい

 石
せき

 先 生 書〔条
じょう

幅
ふく

3 年生〕

	
	

	
	

	　
　

教
室
名　

  　

 	　

段（
赤
の
漢
数
字
）	

名　

前	

級（
黒
の
算
用
数
字
）

日ひ　

の　

出で

これは運
うん

筆
ぴつ

のときの筆
ふで

と手
て

指
ゆび

、腕
うで

の状
じょう

態
たい

を示
しめ

している
のではありません。ご注

ちゅう

意
い

を！



で
も
よ
い

み
ぎ
あ
が
り

みじかい

ふ
で
の
入
れ
方
に

ち
ゅ
う
い1

1

1

2
2

2

3

3

3

44 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

①

①

①

②

②

②

③

③

③

とめる

右上が
りにみぎ

あ

で
も
よ
い

み
ぎ
あ
が
り

みじかい

ふ
で
の
入
れ
方
に

ち
ゅ
う
い1

1

1

2

2

2

33

3

4

4

5

5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20
①
②
③

①
②

③

の
び
や
か
に

筆
を
お
さ
え

と
め
て
か
ら

右
へ
は
ら
う

太
く
し
っ
か
り
と

少しそる

そ
り

力
強
く
入
る

ち
か
ら
づ
よ

ふ
と

ふ
で

すこ

手
て

本
ほん

のならいかた / 半
はん

 紙
し

ここに　
ちゅうい 年

ここに　
ちゅうい 年・

─　 ─10

　

▲
と
め
て
ほ
う
こ
う
を
か
え
る　
　

あ
き
に
注ち
ゅ
う

意い

▲
と
め
て
ほ
う
こ
う
を
か
え
る

小
こ

久
く

保
ぼ

嶺
れい

石
せき

先生書

小
こ

久
く

保
ぼ

嶺
れい

石
せき

先生書

ね
ら
い

★
ま
が
り
、
点て
ん

の
練れ
ん

習し
ゅ
う。

★
姿し

勢せ
い

の
確か
く

認に
ん

。（
上う
え

の
字じ

を
書か

く
時と
き

は
半は
ん

紙し

を
手て

前ま
え

に
ひ
く
）

学
習
の
ポ
イ
ン
ト

ふ
…�

三さ
ん

角か
っ

形け
い

を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
気き

持も

ち
を
切き

ら
さ
ず
に

流な
が

れ
よ
く
筆ふ
で

を
運は
こ

ぶ
よ
う
に
す
る
。

で
…�

濁だ
く

点て
ん

の
位い

置ち

を
お
手て

本ほ
ん

で
よ
く
た
し
か
め
る
。
ポ
ン
ポ
ン

と
点
を
う
た
ず
、
①
②
③
の
リ
ズ
ム
で
書か

く
と
よ
い
。

ね
ら
い

★
半は

ん

紙し

二
字
書が

き
課か

題だ
い

。

★
左
右
の
は
ら
い
、
転て
ん

折せ
つ

（
折お

れ
）
の
練れ
ん

習し
ゅ
う

。

学
習
の
ポ
イ
ン
ト

冬
…�

左
右
の
は
ら
い
を
バ
ラ
ン
ス
に
も
気
を
く
ば
り
な
が
ら
書か

く
。
四
・
五
画
め
は
そ
れ
ぞ
れ
①
②
③
の
リ
ズ
ム
で
筆ふ
で

を
運は
こ

ぶ
。

山
…�

た
て
画
は
身か
ら
だ体

を
使つ
か

っ
て
ひ
く
。
た
て
画
の
書
き
始は
じ

め
の

位い

置ち

を
よ
く
観か
ん

察さ
つ

し
て
書
く
。



　

▲
と
め
て
方ほ
う

向こ
う

を
か
え
る　
　

あ
き
に
注ち
ゅ
う

意い　
　

○
広
さ
に
注ち
ゅ
う

目も
く

で
も
よ
い

み
ぎ
あ
が
り

みじかい

ふ
で
の
入
れ
方
に

ち
ゅ
う
い1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12

1

2

3 4
5

6

7 8

9 10

11

12

13 14 15

16 17 18 19 20

①
②

③

そ
り

手
て

本
ほん

のならいかた / 半
はん

 紙
し

─　 ─11

ここに　
ちゅうい 年

小
こ

久
く

保
ぼ

嶺
れい

石
せき

先生書

ね
ら
い

★
半
紙
四
字
書
き
課か

題だ
い

。

★
漢か
ん

字じ

と
か
な
の
調ち
ょ
う

和わ

。

学
習
の
ポ
イ
ン
ト

し
…�

少
し
左
へ
ふ
く
ら
み
を
も
た
せ
、
曲ま

が
り
を
つ
け
て
か
ら

て
い
ね
い
に
右
上
へ
は
ね
あ
げ
る
。

も
…�

一
画
め
は
「
し
」
と
同
じ
要よ
う

領り
ょ
う

で
筆ふ
で

を
運は
こ

び
、
二
画
め
へ

気き

持も

ち
を
つ
な
げ
る
。二
・
三
画
め
も
流な
が

れ
よ
く
運う
ん

筆ぴ
つ

す
る
。

の
…�

▲
の
と
こ
ろ
で
軽か
る

く
は
ね
上
げ
、
筆
を
立
て
て
大
き
く
腕う
で

を
回
し
な
が
ら
、
骨こ
つ

力り
ょ
く

を
つ
け
て
（
線
に
骨ほ
ね

が
通
っ
て
い

る
よ
う
に
）
表ひ
ょ
う

現げ
ん

す
る
。

朝
…�

「

」
が
右
に
出
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
と
、「
月
」
の
左

は
ら
い
が
き
ゅ
う
く
つ
に
な
ら
な
い
。
八
つ
あ
る
横お
う

画か
く

の

向
き
を
一い
っ

定て
い

に
す
る
と
ま
と
ま
り
が
よ
く
な
る
。

　課
か

題
だい

を書
か

く前
まえ

の準
じゅん

備
び

運
うん

動
どう

に「横
よこ

棒
ぼう

」を
書いてみましょう。
　書

しょ

道
どう

を始
はじ

めたばかりの方
かた

は「横棒」を
書いての出

しゅっ

品
ぴん

も可
か

とします。
　出

しゅっ

品
ぴん

券
けん

横
よこ

に必
かなら

ず学
がく

年
ねん

を明
めい

記
き

して下
くだ

さい。

腕う
で

を
体か
ら
だに

つ
け
ず

　
　

腋わ
き

を
ひ
ろ
げ
て
書か

く

・両
りょう

腕
うで

をはって体
からだ

で書
か

く
　（下

した

腹
はら

に力
ちから

を入
い

れて体を前
ぜん

後
ご

左
さ

右
ゆう

に動
うご

かせるように）
・�机

つくえ

との間
あいだ

にゲンコツ１つ、背
せ

もたれとの間にゲンコ
ツ２つから３つ
・両

りょう

足
あし

は少
すこ

し開
ひら

いてつま先
さき

を床
ゆか

につける。
・おしりを突

つ

き出
だ

すように座
すわ

る。

【 正
ただ

しい姿
し

勢
せい

 】



手
て

本
ほん

のならいかた / 硬
こう

 筆
ひつ
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年

▲　

と
め
て
ほ
う
こ
う
を
か
え
る　
　
　

○　

同お
な

じ
広ひ
ろ

さ　
　
　

 
　

あ
き
に
注ち
ゅ
う

意い　
　
　

※
中ち
ゅ
う

心し
ん

の
線せ
ん

は
下し
た

じ
き
に
入い

れ
て
書か

き
ま
し
ょ
う
。

依よ

田だ

蘭ら
ん

香こ
う

先
生
書 

▲
と
め
て
ほ
う
こ
う
を
か
え
る　
　

 

あ
き
に
注ち
ゅ
う

意い　
　

※
中ち
ゅ
う

心し
ん

の
線せ
ん

は
下し
た

じ
き
に
入い

れ
て
書か

き
ま
し
ょ
う
。

え
ん
ぴ
つ
の
も
ち
か
た

凹へ
こ

ま
せ
な
い

お
や
ゆ
び
の
さ
き
と

ひ
と
さ
し
ゆ
び
の
高

さ
は
お
な
じ
く
ら
い

あ
け
る

1

1

1

1

1 1

2

2

2

2

2 2

3

3

3

4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

とめる

はらう

ぬ
く

は
ら
う

ふ
で
の
入
れ
方
に

ち
ゅ
う
い

○

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

あ
け
る

あ
け
る

あ
け
る

は
ら
う

は
ら
う

は
ら
う

と
め
る

と
め
る

３へむかって
はらう

た
て
せ
ん
よ
り

す
こ
し
み
ぎ
に
で
る

1

1

1

1

1 1

2

2

2

2

2 2

3

3

3

4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

とめる

はらう

ぬ
く

は
ら
う

ふ
で
の
入
れ
方
に

ち
ゅ
う
い

○

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

あ
け
る

あ
け
る

あ
け
る

は
ら
う

は
ら
う

は
ら
う

と
め
る

と
め
る

３へむかって
はらう

た
て
せ
ん
よ
り

す
こ
し
み
ぎ
に
で
る



手
て

本
ほん
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▲　

と
め
て
ほ
う
こ
う
を
か
え
る　
　
　

○　

同お
な

じ
広ひ
ろ

さ　
　
　

 
　

あ
き
に
注ち
ゅ
う

意い　
　
　

※
中ち
ゅ
う

心し
ん

の
線せ
ん

は
下し
た

じ
き
に
入い

れ
て
書か

き
ま
し
ょ
う
。

年生

依よ

田だ

蘭ら
ん

香こ
う

先
生
書 

▲　

と
め
て
ほ
う
こ
う
を
か
え
る　
　

 

　

あ
き
に
注ち
ゅ
う

意い　
　

※
中ち
ゅ
う

心し
ん

の
線せ
ん

は
下し
た

じ
き
に
入い

れ
て
書か

き
ま
し
ょ
う
。

1

2
1

1

1

1 1

1

1

1

2

1

2

2

2

2
2

2

2

2

3

3

3

4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

とめる

はらう

ぬ
く

は
ら
う

ふ
で
の
入
れ
方
に

ち
ゅ
う
い

○

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

あ
け
る

あ
け
る

あ
け
る

は
ら
う

は
ら
う

は
ら
う

は
ら
う

は
ら
う

は
ら
う

は
ら
う

はらう

と
め
る

と
め
る

よ
こ
せ
ん
が

　
　
　
で
る

ゆ
っ
く
り
ま
が
る

よ
こ
せ
ん
は

ま
っ
す
ぐ
に×

1

2
1

1

1

1 1

1

1

1

2

1

2

2

2

2
2

2

2

2

3

3

3

4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

とめる

はらう

ぬ
く

は
ら
う

ふ
で
の
入
れ
方
に

ち
ゅ
う
い

○

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

あ
け
る

あ
け
る

あ
け
る

は
ら
う

は
ら
う

は
ら
う

は
ら
う

は
ら
う

は
ら
う

は
ら
う

はらう

と
め
る

と
め
る

よ
こ
せ
ん
が

　
　
　
で
る

ゆ
っ
く
り
ま
が
る

よ
こ
せ
ん
は

ま
っ
す
ぐ
に×

○

×
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年生

▲　

と
め
て
ほ
う
こ
う
を
か
え
る　
　

 
　

あ
き
に
注ち
ゅ
う

意い　
　

 

※
中ち
ゅ
う

心し
ん

の
線せ
ん

は
下し
た

じ
き
に
入い

れ
て
書か

き
ま
し
ょ
う
。

	

※
一
字じ

の
書か

き
は
じ
め
の
部ぶ

分ぶ
ん

を
示し
め

し
て
い
ま
す
。

荒あ
ら

谷や

由ゆ

美み

子こ

先
生
書 

1

1

1

2

2

2

3

3
3

4

4

5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

とめる

はらう

ぬ
く

は
ら
う

ふ
で
の
入
れ
方
に

ち
ゅ
う
い

○

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

あ
け
る

あ
け
る

少
し
ツ
ノ
を

だ
す

はらう

と
め
る

1

1

1

2

2

2

3

3
3

4

4

5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

とめる

はらう

ぬ
く

は
ら
う

ふ
で
の
入
れ
方
に

ち
ゅ
う
い

○

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

あ
け
る

あ
け
る

少
し
ツ
ノ
を

だ
す

はらう

と
め
る



手
て

本
ほん

のならいかた / 硬
こう

 筆
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▲　

と
め
て
ほ
う
こ
う
を
か
え
る　
　

　

あ
き
に
注ち
ゅ
う

意い　
　
　

 

※
中ち
ゅ
う

心し
ん

の
線せ
ん

は
下し
た

じ
き
に
入い

れ
て
書か

き
ま
し
ょ
う
。

	

※
一
字じ

の
書か

き
は
じ
め
の
部ぶ

分ぶ
ん

を
示し
め

し
て
い
ま
す
。

年生

荒あ
ら

谷や

由ゆ

美み

子こ

先
生
書 

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

4

4

4

4

5

5

5

5

6

6

6

7

7

7

8

8

8

9

9

9

10

10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

み
ぎ
あ
が
り

みじかい

ふ
で
の
入
れ
方
に

ち
ゅ
う
い

あ
け
る

○ ×

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

はらう

はらう

はらう

はらう

とめる

とめる

とめる

そる

そる

で
る

はじめおさえてから
1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

4

4

4

4

5

5

5

5

6

6

6

7

7

7

8

8

8

9

9

9

10

10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

み
ぎ
あ
が
り

みじかい

ふ
で
の
入
れ
方
に

ち
ゅ
う
い

あ
け
る

○ ×

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

はらう

はらう

はらう

はらう

とめる

とめる

とめる

そる

そる

で
る

はじめおさえてから

　
　

※
上
を
そ
ろ
え
た
書し
ょ

式し
き

で
書
い
て
い
ま
す
。

　
　

※
伝で
ん

統と
う

的て
き

な
毛
筆
表ひ
ょ
う

現げ
ん

に
な
ら
っ
て
句く

読と
う

点て
ん

を
省は
ぶ

い
て
い
ま
す
。
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【
お
願
い
】
条
幅
作
品
で
も
、「
教
室
、
段
（
赤
の
漢
数
字
）、
氏
名
、
級
（
黒
の
算
用
数
字
）」
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

ここに　
ちゅうい ○� 年生

ここに　
ちゅうい 年生

ここに　
ちゅうい 年生

で
も
よ
い

み
ぎ
あ
が
り

みじかい

ふ
で
の
入
れ
方
に

ち
ゅ
う
い

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

不透明度　50％
1

2

3

4

出
る

力
を
入
れ
て

と
め
て

左
上
に
鋒
先
を

　使
っ
て
上
げ
る

▲
印
で

　筆
先
に

　力
を
入
れ
る
し
っ
か
り

　入
る

1

2 3

4
5

ふ
で
さ
き

ほ
さ
き

①
②

③

で
も
よ
い

み
ぎ
あ
が
り

みじかい

ふ
で
の
入
れ
方
に

ち
ゅ
う
い

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

不透明度　50％

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

上にそる

下
に
そ
る

む
す
び
は

三
角
形
に

長く

そ
り

そ
り

つける

1

2

3

4 つ
け
て
も
よ
い

あ
け
て
も
よ
い

はねる

の
び
や
か
に

1

2
3

4

5

さ
ん 

か
っ 

け
い

で
も
よ
い

み
ぎ
あ
が
り

みじかい

ふ
で
の
入
れ
方
に

ち
ゅ
う
い

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

不透明度　50％

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

1

2

3

1

2

3

1

力
強
く

力
を
入
れ
て
か
ら

　
　
　
　
　
は
ら
う

と
め
る

そ
り

ま
が
る

と
め
る

と
め
る

と
め
る

そ
り

そり

ゆ
っ
く
り

方
向
を

か
え
る

Ａ

Ｂ

Ｃ

ち
か
ら

づ
よ

い

ほ
う
こ
う

▲
止と

め
て
方ほ
う

向こ
う

を
変か

え
る　
　

○
広ひ
ろ

さ
に
注ち
ゅ
う

目も
く　
　

あ
き
に
注ち
ゅ
う

意い

手
て

本
ほん

のならいかた／条
じょう

 幅
ふく

小
こ

久
く

保
ぼ

嶺
れい

石
せき

先 生 書小
こ

久
く

保
ぼ

嶺
れい

石
せき

先 生 書小
こ

久
く

保
ぼ

嶺
れい

石
せき

先 生 書

ね
ら
い

★
漢か
ん

字じ

と
か
な
の
調ち
ょ
う

和わ

。

★
中
心
を
し
っ
か
り
通
す
。

日
…�

一
・
二
画
め
の
た
て
画
は
少
し
下
を
せ
ま
く
。
三
画

め
の
横よ
こ

画か
く

は
、
つ
け
て
も
つ
け
な
く
て
も
よ
い
。

の
…�

上
下
の
漢か
ん

字じ

に
力ち
か
ら

負ま

け
し
な
い
よ
う
に
、
力
強
く
太

め
に
筆ふ
で

を
運は
こ

ぶ
と
よ
い
。

出
…�

筆ひ
つ

順じ
ゅ
ん

に
注ち
ゅ
う

意い

し
て
、
力
強
く
筆
を
運
ぶ
と
よ
い
。

ね
ら
い

★
ひ
ら
が
な
の
そ・

り・

、
ま・

が・

り・

、
と・

め・

を
習な
ら

う
。

★
三さ
ん

字じ

の
ま
と
ま
り
。

あ
…�

一
か
く
め
は
力ち
か
ら

強づ
よ

く
上う
え

に
そ
る
。
三
か
く
め
の
ま・

が・

り・

は
ゆ
っ
く
り
力
を
入い

れ
て
か
ら
、
速は
や

め
に
左ひ
だ
り

へ
ひ

き
は
ら
う
。

さ
…�

一
か
く
め
は
や
や
長な
が

め
に
右み
ぎ

上う
え

に
。
二
か
く
め
は

し
っ
か
り
筆ふ
で

を
入
れ
て
か
ら
そ・

り・

を
つ
け
る
。
三
か

く
め
も
ま・

が・

り・

を
つ
け
て
と
め
る
。

ひ
…�

Ａ
は
短み
じ
か

く
し
っ
か
り
と
。
Ｂ
は
大お
お

き
く
ま
が
り
右
上

に
お
し
上あ

げ
て
か
ら
軽か
る

く
と
め
て
、
Ｃ
で
右み
ぎ

下し
た

へ
少す
こ

し
ま
げ
な
が
ら
ひ
い
て
と
め
る
。

ね
ら
い

★
漢か

ん

字じ

と
か
な
の
調ち
ょ
う

和わ

。

★
横お
う

画か
く

、
縦た
て

画か
く

の
そ・

り・

に
注ち
ゅ
う

意い

。

お
…�

漢か
ん

字じ

に
負ま

け
な
い
よ
う
に
力ち
か
ら

強づ
よ

く
筆ふ
で

を
運は
こ

ぶ
。
む
す

び
は
三さ
ん

角か
っ

形け
い

を
作つ
く

る
。

正
…�

一
・
五
画
め
の
横お
う

画か
く

の
長な
が

さ
と
そ・

り・

の
ち
が
い
を
考か
ん
が

え
る
。

月
…�

一
・
二
画
め
の
縦た
て

画か
く

の
そ・

り・

は
、
お
互た
が

い
に
内う
ち

側が
わ

へ

そ
り
あ
う
よ
う
に
（
背は
い

勢せ
い

）
し
て
ま
と
め
る
と
よ
い
。

二
画
め
の
は・

ね・

は
し
っ
か
り
と
。



請求先
お問い合わせ先

〒101‐8358  東京都千代田区西神田2-2-3　電話  03（3234）3918
「公益財団法人 日本書道教育学会　会誌係」FAX  03（3234）3548

見本誌
無料贈呈

「不二」は、伝統に立脚し、流派を超えた書道教育の振興をめざす日本書道教育学会が1950年
から毎月発行し続け、創刊72 年を迎えた書道学習誌です。また「不二」は全国約2000の書道塾
及び20ヶ国を超える海外不二教室でも用いられています。

いつでも、どこでも、だれでも！
年齢、習熟度に応じて学べます。

ご家族そろって不二誌での学習をはじめてみませんか。

月刊書道誌

不 二

不二誌の

仲 間

子供から成人まで各段階ごとに編集されており、体系的な学習が可能です。

小学初級版
教育書道の競書誌。筆順から筆づ
かい、文字の組合せ方まで丁寧に
解説。文字のなりたちや日本の言
葉を知る楽しいペ―ジも掲載。

不二一般版
不二中高版
不二小学上級版

ぺんの力

会誌名
大学生・一般
中学生・高校生
小学 4、５、６年生

幼年・小学１、２、３年生
大学生・一般

対象
800 円
600 円
550 円
550 円
700 円

単価

不二小学初級版

小学上級版

教育書道の競書誌。筆順から筆づか
い、文字の組合せ方まで丁寧に解説。
故事成語などの読み物もあり、自然
に書に親しめます。

中高版

教育書道の競書誌。楽しく読みなが
ら、書の実技・鑑賞・理論が学べます。
手本は丁寧な筆法解説に加え、出典・
作者・内容も紹介。

一般版
純正書道修練の競書誌。手本ごとに
丁寧な筆法解説が添えられ、学習に
も指導にも最適。出典・作者・内容
に触れ、書法と同時に書史を学べま
す。書論・書道史の読み物も充実。

（送料・消費税込み）

ぺんの力
硬筆専門誌。毛筆をもととした硬
筆を学び、実用に活かす。写経・
つけペン・筆ペン・ボールペン等
多様な課題が学べます。

   

『
不
二
』
誌
一
月
号
の
目
次
か
ら

    ̶

不
二
誌
各
版
の
記
事
を
ご
紹
介
し
ま
す̶

【
一
般
版
】

・
巻
頭
言
…
…
…
…
…
…
…

石
橋

　鯉
城

【
中
高
版
】

・
巻
頭
言
…
…
…
…
…
…
…
…

長
瀬

　弘

・
日
常
の
文
字
を
書
こ
う
！

【
上
級
版
】

・
巻
頭
言
…
…
…
…
…
…

小
久
保

　嶺
石

・
故
事
成
語
「
壺
中
の
天
」

【
初
級
版
】

・
巻
頭
言
…
…
…
…
…
…
…

寺
田

　勝
彦

・
か
ん
じ
の
ひ
ょ
う
げ
ん
「
兎
」

【
ぺ
ん
の
力
】

・
巻
頭
言
…
…
…
…
…
…
…

石
橋

　智
子

・
美
し
い
ペ
ン
字
を
学
ぶ
・
鷹
見
芝
香
書

　「行
書
の
基
本
⑩
」



不ふ　

二じ　
小
学
初
級
版

ね
ん　
　
　
　

く
み　
　
　

な
ま
え

	

は
ん
し	

こ
う
ひ
つ	

じ
ょ
う
ふ
く

不
二　

小
学
初
級
版

ふ
じ
き
ょ
う
し
つ　
　

だ
ん
き
ゅ
う

昭
和
三
十
一
年
五
月
十
五
日
第
三
種
郵
便
物
認
可
　
毎
月
一
回
一
日
発
行
　
定
価
五
五
〇
円

令
和
四
年
十
二
月
二
十
五
日
印
刷  

令
和
五
年
一
月
一
日
発
行  

第
六
十
八
巻
第
一
号  

通
巻
第
七
九
六
号

２
０
２
３　

1
月
号	

公
益
財
団
法
人　

日
本
書
道
教
育
学
会




